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入院医療費の計算方法について 

 平成 24年 4月から当院では DPC/PDPS登録病院となっております。 

そのため、入院医療費の計算方法が変わりますのでご理解のほど宜しくお願いし

ます。DPC/PDPSとは、入院される患者さんの病状をもとに手術や処置の内容

に応じて国で定められた 1 日当たりの定額点数を基本に医療費を計算する方法

です。 

 従来は、薬や注射・検査などの診療行為を合計して計算する「出来高算定」方

式でしたが、DPC/PDPSでは 1日当たりの点数が決められていますので、薬や

注射・検査などもその中に含まれて計算されます。ただし、手術・リハビリ料な

どは従来通り出来高算定方式で計算します。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜医療機関係数＞ 

基礎係数【1.0451】 機能評価係数Ⅰ【0.2218】 救急補正係数 【0.0058】 

 

急性期一般入院料１（7対１）（0.1034）/診療録管理体制加算２（0.0030）/医療安全対策加算２（0.0010）

医療安全対策地域連携加算２(0.0007)/検体検査管理加算Ⅱ（0.0026）/感染対策向上加算 1（0.0245）

指導強化加算(0.0010)/医師事務作業補助体制加算 2０対 1（0.0295）/急性期看護補助体制加算 50 対

１(0.0489)/地域加算 6（0.0018）/データ提出加算 2（0.0054）/ 

 

機能評価係数Ⅱ【0.0588】 

効率性係数（0.03523）/カバー率係数（0.00919）/地域医療係数（0.01437）/ 

泉大津市立周産期小児医療センター 

従来の出来高方式 

入院料 × 入院日数 

レントゲン 投薬 

注射 検査 処置 

手術・麻酔 リハビリ 

一部の検査、処置 

（胃カメラ、人工透析等） 

注射、レントゲン、手術、リハビリなど、 

全ての治療行為の行った回数又は使用

した量に応じて計算しています。 

従来の出来高方式 

入院料 × 入院日数 

レントゲン 投薬 

注射 検査 処置 

リハビリ 

DPC/PDPS（包括診療+出来高診

療） 

1 日当たり定額 × 入院日数 

× 

医療機関係数 

手術・麻酔 

一部の検査、処置 

（胃カメラ、人工透析等） 

注射、レントゲン、手術、リハビリなど、 

全ての治療行為の行った回数又は使用

した量に応じて計算しています。 

リハビリ 手術・麻酔 

一部の検査、処置 

（胃カメラ、人工透析等） 

 DPC/PDPSになっても手術、リハビリ

及び一部の検査・処置は「出来高方式」

で計算します。 

包括 

出来高 


